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デジタルリポジトリ

リポジトリ

データ + メタデータ

研究成果の公開と発信を⽬的としたシステム
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JAIRO Cloud=共⽤リポジトリサービス

B⼤学リポジトリ

WEKO

A⼤学リポジトリ

WEKO

利⽤機関

NII

JPCOAR

• コンテンツ登録・公開
• 画⾯デザイン

• 窓⼝業務
• コミュニティ⽀援

• 初期設定
• ソフトウェア管理
• ハードウェア管理

ミドルウェア

OS

ハードウェア
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リポジトリシステムを独⾃運⽤困難な
⼤学等研究教育機関を⽀援する⽬的で開発されたサービス



JAIRO Cloudはコミュニティサービス
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開発
共同運営

開発協⼒



JAIRO Cloudの利⽤機関数
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664機関
機関リポジトリを持つ全国879機関のうち

独⾃構築機関JAIRO Cloud利⽤機関 JAIRO Cloud構築中機関
6



システム構造
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Server Type A or B

Cent OS

Apache HTTP Server

Virtual Host

NetCommons2

WEKO NC2
Module

Maria DB

DB

File System

Type ⾼密度 低密度
CPU 6 6

MEM 16GB 16GB

DISK(OS) 20GB 20GB

DISK 250GB 500GB
平均集約数 19 2
台数 30 5

DIR



0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

0 10000 20000 30000 40000 50000 60000 70000 80000 90000

デ
ィ
ス
ク
使
⽤
量

(G
B)

アイテム数

ディスクの利⽤傾向

ディスク使⽤量
最⼤︓167GB
平均︓5GB

登録アイテム数
最⼤︓ 83,632件
平均︓2,700 件
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ほとんどの機関の使⽤量は低い
研究データの公開が普及してくるとどうなるか︖



JAIRO Cloud運⽤上の課題

• リスクの⾼い引っ越し作業
• ディスク使⽤量の事前予測が難しく経験則に基づきリ

ソース⾒積もり。ディスク使⽤量状況をみてリポジトリ
を引っ越し

• 作業者依存のサーバ作業
• アプリ設定、ミドル作業を各サーバ毎で実施。提携作業

はAnsible等で半⾃動化するも、アプリ緊急修正等は各
インスタンスで⼈⼿で実施

• 作業記録の徹底
• インフラの挑戦がない
• 運⽤と開発の乖離
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これらの課題をなんとかしたい



研究データ対応に向けて
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技術協⼒

機関リポジトリとして
実ユーザの声を反映し⾼機能化

⼤規模データリポジトリを想定
洗練されたアーキテクチャ

次世代JAIRO Cloud基盤ソフトウェアとして開発



WEKO3 アーキテクチャ

Web Server
<ngnix>

Application 
server

<uwsgi＋flask>

Distributed 
task queue
<Celery>

Shibboleth
SP

Shibboleth
IdP

Database
<PostgreSQL>

Search engine
<Elasticsearch>

Message 
queue

<RabbitMQ>
Cache

<Redis>
Storage
<Local>

<S3互換>

CNRI 
Handle

Invenio3 
modules

WEKO3 
modules
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開発はDocker、デプロイはKubernetes



WAF LB

Object Storage

JAIRO Cloud IdP

LB

Ci/CDJump Server

OKE

Ingress
Controler

RabbitMQ Cluster

Elasticsearch Cluster

PostgreSQL 
ClusterLogging

WEKO3

Users

Operator

Backup

Contents Files

Log

JAIRO Cloud(WEKO3)

同構成で規模を縮⼩した
アプリ検証
インフラ検証環境を準備

FastConnect

SINET

Storage

NII



WEKO3
POD

OCIファイル・ストレージ(NFS)

OKE K8S
クラスタノード

設定ファイル動的ファイル

静的ファイル

OCI
オブジェクト
ストレージ

データ保存

※永続化

※永続化※⾮永続化

WEBノード

キャッシュ

VCPU メモリGB ノード数
WEB 16 64 15

Redis

Nginx

機関のリポジトリをPOD単位で構築

WEKO3アプリケーションの実⾏⽤ノード



node1
(master)

node2 node3

OKE K8S
クラスタノード

OKE
PersistentVolume

/var/lib/postgresql/data /var/lib/postgresql/data /var/lib/postgresql/data

OCI
ファイル
ストレージ

/var/lib/postgresql/
backup

OCI
オブジェクト
ストレージ

/バケット名/年/⽉/⽇/
機関⼀意名

PostgreSQL Cluster

Postgres Operator(Zalando) を利⽤してデプロイ。
コネクションプールを変更（pgBouncer→pgpool2）

pool1 pool2

CronJob(週次)
物理バックアップ

CronJob(⽇次）
論理バックアップ

論理バックアップはノードごとに対象を分割して実⾏
オブジェクトストレージに保存

VCPU メモリGB ノード数
PGO 16 64 3

PGPOOL 4 16 2



Elasticsearch Cluster

OKE K8S

クラスタノード

OKE

PersistentVolume

OCIファイルストレージ(NFS)

/var/lib/elasticsearch/backups

node1 node2 node3 node4

/var/lib/elasticsearch/data

OCI

オブジェクト
ストレージ

snapshot

CronJob(⽇次)

Curator

repository-s3 plugin

Snapshotを

スケジュール実⾏

変更

Elasticsearchのカスタマイズイメージを作成、StatefulSetとしてデプロイ

VCPU メモリGB ノード数

ES 16 64 13



OKE K8S
クラスタノード

OKE
PersistentVolume

/var/lib/rabbitmq/mnesia

node1 node2 node3

/var/lib/rabbitmq/mnesia /var/lib/rabbitmq/mnesia

RabbitMQ Cluster

RabbitMQ Cluster Kubernetes Operatorを利⽤して構築

VCPU メモリGB ノード数
RA 8 64 3



ログ収集
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ingress-nginx

各種コンテナ単位のログ

Object Storage

OKE K8S
クラスタノード

特定キーワードのみ

収集

アーカイブ

ログ検索



Kubernetes導⼊の感触
• よかったこと

• デプロイ⾃体が楽になった。アプリの切り戻しが楽になった。
データは別。

• サーバ障害時も勝⼿に復旧してくれるようになった。復旧後
の対応が⼤事になった。

• 同⼀環境の構築が楽になった
• むずかしくなったこと

• Kubernetes周辺技術の習得が難しい。技術者もなかないない。
試⾏錯誤で利⽤しているところがある

• 効率的に資源を使うには、アプリを含めたリソース計算を
しっかりとしないといけない

• アプリ側の対応も重要。Kubernetes環境で動作していること
を意識して開発しないといけない。

• 障害エラー対応。知識不⾜、経験不⾜。ノードエラーだと切
り分けが難しい。
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今後の展望
• Kubernetes運⽤知⾒の蓄積と運⽤効率化
•インフラおよびアプリのチューニング
• NIIストレージの活⽤
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